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相反する立場を統合するプロジェクト学習の授業ガイドライン 
 
■本研究プロジェクトとこの資料について 
本研究プロジェクトでは、『相反する立場を統合できる高校でのプロジェクト学習とは？』
という研究課題に取り組みました。本プロジェクト学習では、相反する 2 つの立場があり
つつも解決の方向性が一致する課題・授業構造を設定し、同期的な Google スプレッドシ
ートを使ってグループでの議論を進めさせることで、教師がリアルタイムにフィードバッ
クしつつ、良い議論プロセスを維持できるモデルをデザインしました。また、大阪府の関西
学院千里国際高等部にて授業を行い、評価した結果、効果の高いモデルであることが示され
ました。 
 この資料では、高校の授業を前提に、相反する立場を統合できるプロジェクト学習の授業
ガイドラインをまとめています。 
 
■目次 
（１）本資料の作成者 
（２）推奨環境 
（３）相反する立場を統合するプロジェクト学習を作る際のポイント 
（４）単元例（授業例とスプレッドシートのサンプルページ） 
----------------------------------- 
 
（１）本資料の作成者 
・山内祐平（東京大学大学院 情報学環 教授） 
・池尻良平（東京大学大学院 情報学環 特任講師） 
・山本良太（東京大学大学院 情報学環 特任助教） 
・中野生子（東京大学大学院 学際情報学府 博士課程） 
・米田謙三（関西学院千里国際高等部 教諭） 
 
（２）推奨環境 
・本プロジェクト学習では、1人 1台のパソコン、タブレット環境を推奨します。 
・Google スプレッドシートの利用を推奨します。 
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（３）相反する立場を統合するプロジェクト学習を作る際のポイント 
 
①相反する 2つの立場がありつつも、解決の方向性が一致する課題を作る 
・不協和を乗り越える必要性を出すため、デザイン系の課題の方が望ましい 
・課題解決の方向性で不協和が生じるよう、方向性の立場が正反対になるものを選ぶ 
 →「Aすべき」と「not A すべき＝Bすべき」で構成するのをお薦めします 
・生徒が身近に感じる課題が望ましい 
・予算などの制約を設けて、2つの立場の並列アイデアにならないように工夫する 
※課題例 
「小学校低学年を対象にした放課後における学習を促進するためのサービスを開発しよう」 
立場A：学びを促進するにはデジタル機器を利用する方が良い立場 
立場B：学びを促進するにはアナログな方法の方が良い立場 
 
②同期的な ICT 環境上で生徒の議論を行わせ、 
教師がリアルタイムに議論プロセスをチェックしながら、適切なフィードバックを行う 

・同期的な ICT環境は、Google スプレッドシートをお薦めします 
 →以下のURLで、次ページ以降で紹介する5限分の 
Google スプレッドシートのテンプレートをアップロードしています 

  URL： 
・同期的な ICT環境上で書かれたテキストの議論内容に対し、 
 セルや文字に色をつけて生徒にフィードバックする 
→青色｜他の生徒も参考してほしい、課題に沿った良いコメント 
→黄色｜課題とずれた活動をしている人＋不明点があれば積極的に質問してほしい人 
 

 
 
  



 3 

（４）単元例 
教科：公民科 
対象：高校3年生 18人 
単元の目標： 
・現代日本における災害支援の課題を追究し、解決に向けた構想をする。 
・災害支援に関する相反する立場を理解し、不協和を乗り越える解決に向けた構想をする。 
・災害支援に関する諸資料から、課題の解決に向けて考察、構想する際に必要な情報を 
適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身につける。 
・災害支援の課題を意欲的に追究する態度を育成する。 
 
テーマ： 
あなたは地震の被災地復興のために活動する京都にある、5人で構成された、年間予算1000万
円の非営利活動団体（NPO）に所属しています。南海トラフ大震災が発生したと想定し、地震発
生から３ヵ月の間で、避難所生活者の生活環境を改善する具体的な支援のアイデアを提案して
ください。なお、自分の考えに近い立場を選択した上で、アイデアを構想してください。アイデ
アには、活動、インターネットサービスなどを含みます。 
立場A「被災地の中で支援する立場 
（例：ボランティアとして被災地で活動する等）」 
立場B「被災地に行かずに遠隔地から支援する立場 
（例：インターネットを活用して被災者を支援する等）」 
 
授業構成： 
・1限｜立場を選んだ理由の深め 
・2限｜同じ立場3人でアイデアの創出 
・3限｜異なる立場への問題点指摘 
・4限｜不協和の乗り越え 
・5限｜最終発表 
※上記の5限分の授業の前に、南海トラフ大震災を調べる授業（3-5限程度）の実施を推奨 
 
Google スプレッドシートの構成： 
・1限、2限で用いる9人の立場Aと 9人の立場Bで意見を出し合う 
・2限以降で用いる6人グループごとのスプレッドシート 
・3限までに3人の立場Aと 3人の立場Bのページを作る 
※詳細は別資料「資料2_スプレッドシート例」をご覧ください。 
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■1限目の授業（50分） 

時間 活動内容 活動単位 

5分 ・授業の目的の説明 全体 

10分 ・5限全体の課題の説明 

・この授業の目標の説明（立場 A/B を支持する理由を言語化す

る） 

全体 

10分 ・課題に対する立場の判定とグループ分け 個人 

15分 ・立場 A/B それぞれの 9人グループで、その立場がなぜ大事か

をできるだけ色々なものが出るように（スプレッドシートならで

は部分）、ブレインストーミングする 

立場A/Bそれぞれの9

人グループごとのスプ

レッドシート 

10分 ・立場 A/B それぞれの 9人グループで、ブレインストーミング

の内容の共有・深化（書いたものを詳細に発表したり、質疑応答

をして、場合によっては加筆修正する） 

・宿題と次回の説明 

立場A/Bそれぞれの9

人グループごとの対面 

+スプレッドシート 

 
・Google スプレッドシートの例 
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■2限目の授業（50分） 

時間 活動内容 活動単位 

5分 ・5限全体の課題の説明 

・この授業の目標の説明（立場A/Bそれぞれの3人グループごと

のアイデアを創出する） 

全体 

10分 ・立場A/Bそれぞれの9人グループでブレストの振り返り 

 

立場 A/B それぞれの

9 人グループごとの

スプレッドシート 

20分 ・立場A/Bそれぞれの3人グループごとに、その立場がなぜ大事

かの理由から特に重要だと思うものを2つ選んで赤字にする 

・立場A/Bそれぞれの3人グループにおけるアイデアの創出 

立場 A/B それぞれの

3 人グループごとの

スプレッドシート 

10分 ・立場A/Bそれぞれの3人グループごとに、各アイデアが、それ

ぞれの立場が大事な理由を満たすアイデアになっているかを確認

する 

立場 A/B それぞれの

3 人グループごとの

スプレッドシート 

5分 ・次回の説明 全体 

 
・Google スプレッドシートの例 
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■3限目の授業（50分） 

時間 活動内容 活動単位 

5分 ・5限全体の課題の説明 

・この授業の目標の説明（立場A/Bそれぞれの3人グ

ループごとのアイデアを発表し、不協和を可視化する） 

・立場Aと立場Bを混ぜた6人グループの発表 

全体 

5分 ・立場Aの 3人グループが作ったアイデアの発表 立場 A/B を含む 6 人グループ+

対面+スプレッドシート 

5分 ・立場Bの 3人グループが作ったアイデアの発表 立場 A/B を含む 6 人グループ+

対面+スプレッドシート 

15分 ・それぞれのアイデアに対し、異なるグループ内の立場

から「立場A/Bからみた問題点」をコメントする（特

に、自分たちの立場の大事な理由に引きつけて） 

立場A/Bを含む6人グループの

スプレッドシート 

7分 ・立場Aが立場Bにつけたコメントの説明をして議論

する 

立場A/Bを含む6人グループの

スプレッドシート+対面 

7分 ・立場Bが立場Aにつけたコメントの説明をして議論

する 

立場A/Bを含む6人グループの

スプレッドシート+対面 

6分 ・批判を受けて自分たちの立場で大事にしたいと思っ

たことを再確認し、立場 A/B ごとに書き込む（4限に

ずれ込み） 

立場A/Bを含む6人グループの

スプレッドシート+対面 

 
・Google スプレッドシートの例 
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■4限目の授業（50分） 

時間 活動内容 活動単位 

5分 ・5限全体の課題の説明 

・この授業の目標の説明（不協和を乗り越える課題（条件）を考え

る+不協和を乗り越えたアイデアを創出する） 

全体 

10分 ・「複数視点を統合したアイデア創出」の例示 

①立場A/Bの大事だと思っていることが妥当かの確認（10分） 

②両方を組み合わせる方法はないかを考える（10分） 

④新しい課題を乗り越えるアイデアを考える（20分） 

全体 

35分 ・外部の方からのコメントのチェック 

・立場 A/B を含む 6 人グループ全体で、それぞれのアイデアや大

事にしたいと思っていることを両立させるアイデアに昇華させる 

立場 A/B を含む 6

人グループのスプ

レッドシート+対面 

 
・Google スプレッドシートの例 
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■5限目の授業（50分） 

時間 活動内容 活動単位 

5分 ・5限全体の課題の説明 

・この授業の目標の説明（不協和を乗り越えたアイデアを創出する） 

全体 

15分 ・立場A/Bを含む6人グループごとに発表の準備をする 

 

立場 A/B を含む 6

人グループ+対面 

20分 ・立場 A/B を含む 6人グループごとの発表（1グループ 5分を 3-

4回） 

全体 

10分 ・まとめ 全体 

※発表は、スプレッドシート上の議論のプロセスを踏まえつつアイデアを共有することを推奨 
 
・Google スプレッドシートの例 

 
 
 


